
 

【
作
者
】
西 

 

道
仙
（
一
八
三
六
～
一
九
一
三
年
）
天
保
七
年
熊
本
県
天
草
に
生
ま
れ
る
。
名
は
喜
大(

き
だ
い
）
、
号
は
琴
石
（
き
ん
せ
き
）
、
字
は
道

仙
。 

明
治
五
年
学
制
頒
布
以
来
多
数
の
子
弟
を
擁
し
て
教
学
の
道
に
挺
身
し
、
ま
た
明
治
二
十
五
年
に
は 

長
崎
文
庫
を
開
き
長
崎
郷
土
史
に

寄
与
す
る
こ
と
大
き
く
、
長
崎
区
会
議
長
・
衛
生
委
員
会
幹
事
長
・
医
師
会 

副
会
頭
な
ど
を
歴
任
し
大
正
二
年
七
月
七
十
八
歳
に
て
没
す
。
寛

斎
（
か
ん
さ
い
）
と
号
し
医
師
の
儒
者
と
し
て
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

 

【
語
釈
】
＊
孤 

軍…
 

援
軍
の
な
い
孤
立
し
た
軍
隊 

 
 

＊
里 

程…
道
の
り 

 
 

＊
壘 

壁…

と
り
で 

敵
を
防
ぐ
た
め
の
城
壁 

 

＊
故
郷
山…

城
山
を
い
う 

・
鹿
児
島
市
の
北
部
に
あ
る
高
さ
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
丘
・
裏
の
岩
崎
谷
に
は
西
郷
隆
盛
が
最
後
の
五
日
間
起
居

し
た
洞
窟
が
あ
る 

 
 

【
通
釈
】
孤
立
無
援
の
軍
勢
で
奮(

ふ
る
）
い
闘
っ
て
、
官
軍
の
重
囲
を
突
破
し
、
故
郷
の
城
山
に
帰
り
つ
く 

こ
と
が
で
き
た
。
百
里
も
の
道
の
り
を
敵

の
と
り
で
の
間
を
脱
出
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
や
っ
と
帰
っ
て
き
た
が
、
た
び
重
な
る
戦
い
で
、
わ
が
剣
は
す
で
に
折
れ
、
わ
が
馬
も
た
お
れ

て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。 

も
は
や
こ
れ
ま
で
で
あ
る
。
今
は
秋
風
の
中
、
懐
か
し
い
故
郷
の
城
山
で
、
わ
が
骨
を
埋
め
る
身
と
な
っ
た
。 


